
特集
● 令和６年境町 20 歳の集い
⃝ アリアマヌ中学校の生徒が境町でホームステイ！
● 4 年ぶりに開催！生涯学習フェスティバル　　ほか
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二十歳のつどい
実行委員
秋山 優奈 さん

　

令
和
６
年
１
月
７
日
（
日
）、

境
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

「
令
和
６
年　
境
町
二
十
歳
の
つ

ど
い
」
が
快
晴
の
中
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
二
十
歳
の
健
や
か
な

心
身
の
成
長
と
成
人
と
し
て
の

門
出
を
祝
福
す
る
た
め
、
式
典

で
は
、
橋
本
町
長
を
は
じ
め
、

恩
師
の
方
々
な
ど
が
二
十
歳
に

な
ら
れ
た
方
々
に
向
け
、
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
十
歳
の
皆
さ
ん
に
、

今
年
実
施
予
定
の
、「
利
根
川
大

花
火
大
会
」
へ
の
招
待
と
、
当

日
限
定
で
道
の
駅
さ
か
い
で
リ

ス
ト
バ
ン
ド
と
引
き
換
え
に
ピ

ザ
や
弁
当
な
ど
を
町
か
ら
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
花
火
大
会
に
招
待
し
て
も
ら

え
る
な
ん
て
今
か
ら
楽
し
み
」

「
サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
な
ど

二
十
歳
の
皆
さ
ん
か
ら
感
謝
の

声
が
あ
り
、
道
の
駅
さ
か
い
は
、

食
事
を
楽
し
む
晴
れ
着
姿
の
方

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

旧
友
た
ち
や
恩
師
と
の
再
会

二十歳の皆さんへ激励の言
葉を述べる橋本町長

境一中恩師・上野一智先生
による贈る言葉

二
十
歳

境二中恩師・因泥辰也先生
による贈る言葉

に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、家
族
の
方
々

と
記
念
撮
影
を
し
た
り
、
昔
を

懐
か
し
ん
だ
り
と
、
会
場
で
は

に
ぎ
や
か
な
様
子
が
伺
え
、
そ

れ
ぞ
れ
二
十
歳
に
な
っ
た
想
い

を
胸
に
、
新
た
な
第
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。　

　
二
十
歳
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
す
私

た
ち
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式

典
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
多
忙
の
中
、
橋
本
町
長
を
は

じ
め
、
た
く
さ
ん
の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご

臨
席
を
賜
り
、
更
に
は
、
心
温
ま
る
ご
祝

辞
と
激
励
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
こ
の
境
町
で
共
に

過
ご
し
た
仲
間
た
ち
と
共
に
二
十
歳
の
つ

ど
い
を
迎
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
上
な
い

喜
び
で
す
。
二
十
歳
の
成
人
者
を
代
表
い

た
し
ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。二
十
歳
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、

広
い
視
野
で
物
事
を
見
る
目
を
養
い
、
正

し
い
判
断
が
で
き
る
よ
う
な
人
に
な
ら
な

け
れ
ば
と
、
改
め
て
自
己
を
見
つ
め
直
す

い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
変
化
を
続
け

る
社
会
の
中
で
、
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
る

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
い
う
厳
し
い
時
代
を
乗
り
越
え

て
き
た
私
た
ち
は
き
っ
と
、
強
い
気
持
ち

で
こ
れ
か
ら
起
こ
り
得
る
困
難
を
乗
り
越

え
て
い
け
る
は
ず
で
す
。
結
び
に
な
り
ま

す
が
、
今
日
ま
で
私
た
ち
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
方
た
ち
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
、

二
十
歳
と
な
っ
た
喜
び
を
噛
み
し
め
な
が

ら
も
気
を
引
き
締
め
、
何
事
に
も
諦
め
ず

努
力
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
、
謝
辞
と

い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　（
一
部
抜
粋
）

謝　

辞

令和６年「二十歳のつどい」対象者は、男性 147名、女性 128名の合計 275名です。対象者が生まれた平成 15年４月
２日から平成 16年４月１日までの主な世相は、宮崎駿監督「千と千尋の神隠し」が第 75回アカデミー賞長編アニメ映
画賞を受賞しました。スポーツ界では巨人から米大リーグ・ヤンキース入りした松井秀喜外野手がワールドシリーズでは
日本人で初めて４番に座り、大活躍しました。また、米英軍がイラク攻撃、自衛隊イラク派遣を決定した年でした。

出来事出来事

祝電披露
中澤 実咲さん（長井戸）

式典司会・進行
田村 佳寿人さん（伏木）秋山 優奈さん（山崎）

謝辞
利根川 華菜さん（陽光台）

開式・閉式の言葉式典司会・進行
高﨑 祐香里さん（栗山）

来賓紹介
森 朱里さん（下小橋）倉持 大輝さん （若林）

国歌ピアノ伴奏

①助産師
②保育士
③家族へ
20年間愛情たっぷり育ててくれた
おかげでこのように成人の日を迎え
ることができました！これからも
ずっと健康でいてください！

①後悔のない人生・若いうちは自分に
厳しく苦労をする
②結婚
③育ててくれた方へ
20歳になるまで面倒を見てくれてあ
りがとうございます。これからは、人
を支える側の人間になれるよう努めて
いきます。

①英語を使った仕事がしたい
②ディズニーのキャストさん
③��家族へ
迷惑かけてばかりだけど、これから
少しずつ恩返ししていきます。いつ
もありがとう！

①尊敬される大人になること
②学校の先生
③家族、友達、先輩方のおかげで
これまで大切な思い出をつくること
ができました。これからは、誰かの
人生に影響を与えられる大人になれ
るように頑張ります。

①インテリアプランナー
②パン屋さん
③お父さん　お母さんへ
20 年間育ててくれてありがとう。2
人のおかげで無事に二十歳になりま
した。これからも迷惑をかけると思
うけど、頑張るので温かく見守って
いてくだい。

①自分を成長させること。専門的な
知識の獲得や、様々な経験をもとに
自身の成長に繋げたい。
②お花屋さん　今でも植物を見るこ
とは大好きです。
③お母さん、お父さん大切に育てて
くれて本当にありがとう！お姉ちゃん
も仲良くしてくれてありがとう！

①茨城県境町長
②内閣総理大臣
③お父さん、お母さん、そしてこれ
まで出会い関わり支えて下さった全
ての方々への感謝の気持ちでいっぱ
いです。精一杯生き抜きます。

未
来
へ
羽
ば
た
け　

２
７
５
名
の
二
十
歳
が
集
う

令
和
６
年

二
十
歳
の
つ
ど
い

実
行
委
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

①
夢
・
抱
負

②
子
ど
も
の
頃
の
夢

③「
あ
り
が
と
う
」
を
伝
え
た
い
人
へ
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　富士山周
辺観光に行き
ました。ロー
プウェイ、絶
景ブランコ、
神社でおみく
じ、世界遺産
の忍野八海、そして日本のパンケーキを
楽しみました。ファミリーデーの前日、
茶道体験もしました。自分で選んだ着物
で、ミニお茶会に参加しました。お抹茶
を立てる体験もできました。

　学校で学んだことの一
つは、厳しいと思ってい
たアメリカの学校がどれ

だけ自由であるかということ。給食
や家での食事は日本の方がずっと美
味しいということも発見しました。

　ホストファミリーとの
思い出は、東京に行って
チームラボを始めとする

たくさんの楽しいことをし、新しい
食べ物を試せたのが嬉しかったです。

　東照宮、華厳の滝、中
禅寺湖、日光国立公園な
どを訪れました。ダイソー

で買物も楽しかったです。決して忘
れない思い出になりました。

　ホストファミリーと一緒
にモールに行って、そこで
たくさんのお店を見ること

ができたのが、私のホストファミリーと
の最高の思い出でした。

　たこ焼きの作り方を学
びました！楽しかったし、
こんな経験は初めてでし

た！一番の思い出は、寺院巡りとシュ
ウヤとの鬼ごっこです。シュウヤと遊
んで絆を深めるのが最高でした！

　家族の一員として扱って
くれて、たくさんの愛と気
遣いを示してくれました。
ホストファミリーの皆さん

が大好きです。また会える日が待ちき
れません。

　ホストファミリーとの最
高の思い出は、一緒にビデ
オゲームを楽しんだことで
す。マリオカートやマリオ

パーティーを一緒にプレイし、大いに楽
しみ、たくさん笑いました！

　学校では、折り鶴を作
る方法やおにぎりの作り
方を学んだりしたのが楽し
かったです。ホストファミ

リーとの最高の思い出は、横浜に行っ
て観覧車に乗った時です。

　筑波山登山、日光東照
宮の見学に行けて、楽し
かったです。ホストファミ
リーが温かく迎えてくれて

嬉しかったです。日本での時間、ホスト
ファミリーと過ごした時間は、とても楽
しかったです。

　ホストファミリーとの
最高の思い出は、ホスト

ファミリーデーでしょう。絆を深め、
知らなかったことを学びました。一
緒に話したりして楽しい時間を過ご
しました。新谷ファミリー（陽光台）

小林ファミリー（新吉町）

上田ファミリー（大歩）
飯田ファミリー（蛇池）

鈴木ファミリー（松岡町）

主藤ファミリー（染谷） 関ファミリー（井草） 後藤ファミリー（旭町） 馬場ファミリー（住吉町）倉持ファミリー（若林本田）

飯田ファミリー（長井戸）

アミリア・アンドレスさん リーア・オーテガさん

ル ヤン・フェアマンさん マディソン・クリスコさん ソフィア・ライアルさん

ガブリエラ・ゴンザレスさん レミ・ドゥケットさん アディ・ドゥバルさん ヒナエア・マツオカさんアリスター・タムさん

ジェイダ　リアンナ・
カラロさん

　桜が見たいと聞いて、見れる所を
探し川越へ行きました。桜だよ！と
言うと、凄く感動してくれました。喜
んでもらえて良かったと思いました。

　日光の猿の
ショーを見て、
その後、チーム
ラボ豊洲に行
き、ららぽーと
でショッピング
をしました。全
部楽しかったで
す。

　千葉県の【房総
の村】へ行きまし
た。マディソンは
着物、ユウマは（鬼
滅の刃のキャラク
ターの）衣裳を着
て場内を散策し、
衣裳を着たままで
キャンドル作りを
しました。中学校で浴衣を着たこと
を教えてもらっていたので、浴衣と
着物の違いを説明しました。

　鎌倉方面に
行き、長谷寺
や鶴岡八幡宮
を散策しまし
た。水族館で
は魚を熱心に
観察していて、
ウミガメはハワイ語でホヌといい、
幸運を運んでくれると教えてもらい
ました。

　横浜みなとみらいへ行きました。ア
ディは初めての観覧車にワクワクしてい
ました。家族みんなで楽しむことがで
きました。

　鎌倉に行きました。ヒナエアちゃんは
熱心に写真を撮り、人力車も食べ歩き
も喜んでいました。

　筑波山登山、日光東照宮見学に行き
ました。日光東照宮では、世界文化遺
産である日本の伝統的な建築物が興味
深かったようで、日本文化を理解しよう
と真剣に見て回っていました。

　 川 越 市 喜
多院、市内食
べ歩き、観光　
買物、一日一
緒に時間を過
ごせて、より親
密になれたよう
に思いました。

山川ファミリー（長井戸）
　 東 京 ディズ
ニーシーでアト
ラクションに乗
りました。お土
産を買いました。
ジェットコース
ターが一番楽し
かったと言って
いました。

ダニエル・コズマさん

　学校では、生徒と先生
の関係がハワイとは異なる
ことを学びました。ホスト
ファミリーとの最高の思い

出は夜にトランプゲームをしたり、ホス
トファミリーデーで遊びに行ったことで
す。

　ホストファミリーと一緒
に過ごした中で、食事の始
めと終わりに言うべき言葉
や家に入るときと出るとき

に言うべき言葉について学びました。（い
ただきます、ごちそうさま、ただいま、
おかえりなさい）

　日本のエチケットを学べ
たことが良かったです。ユ
ウカとの一番の思い出は、
休日にアイドルグループを

見かけた時でした。ユウカがとても喜ん
でいたのが印象的でした。

　ホストファミリーとの最
高の思い出は、一緒にゲー
ムをしたり、夕食を楽しん
だり、話したりして過ごし

た時間です。

　学校で気づいたことは、
生徒たちが先生やお互いに
とても敬意を持って接して
いることでした。校舎もと

てもきれいで、全ての生徒が放課後の
活動に参加しています。それに、学校
給食が最高でした！

岩岡ファミリー（陽光台）

　ひたち海浜公園、いちご狩りは初め
てだったようで楽しんでいました。海浜
公園は天気が良く、自転車に乗り公園
内を散策しました。テラも楽しんでくれ
たようです。

テラ・トーマスさん

山本ファミリー（山崎北）

　横須賀で、軍港ツアーに参加し、海
軍カレーバイキングを楽しみました。鎌
倉の鶴岡八幡宮で見た桜の美しさが一
番の思い出になったようです。

ジュリア・バリーさん

加藤ファミリー（西泉田）

　東京ディズニーランドに行き、一緒に
パレードを見たり、アトラクションに乗っ
て楽しみました。みんなで笑い合って一
体感が生まれたと思います。

マディソン・スミスさん

　３月17日（日）から21日（木）まで、ハワイ州ホノルル市にあるアリアマヌ中学校から15人の中学生が境町を訪
れ、４泊５日のホームステイをしながら学校生活体験を行いました。境町は平成 30年９月にホノルル市と友好都市協
定を締結、令和元年12月に境町の中学校とア
リアマヌ中学校の姉妹校提携協定を締結してお
り、境町がアリアマヌ中学校生徒を受け入れる
のは、令和５年３月に続き、今回で２回目にな
ります。アリアマヌの中学生たちは境一中と境
二中に２つのグループに分かれ、境町の中学生
や先生と英語で会話をしながら、授業や部活な
どを体験しました。また、20日（水）の祝日に
は、ホストファミリーのみなさんと一緒に、そ
れぞれ楽しく、日本の休日を過ごしました。

　自分の名前を日本語で書いたり、ホ
ストのソウタの友達 2人が小さなパー
ティーを開いてくれたのがうれしかった
です。日本の文化と家族の絆を深める
素晴らしい機会だったと思います。

アリアマヌ中学校の生徒たちとホストファミリーのみなさんの声アリアマヌ中学校の生徒たちとホストファミリーのみなさんの声

　東京スカイツ
リーに登りまし
た。天気が悪く
なる前で、都内
の街並みを眺め
ることができ、
根津神社では、
神社での作法を
体験しました。
おみくじでは、凶を引いてしまいがっ
かりしていましたが楽しそうでした。　

中学生15人が
境町でホームステイ！のハワイ

Aliamanu Middle School
ホノルル市アリアマヌ中学校
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アクロバティックな動きを披露する Y‘pep

４年ぶりに開催！

放課後等デイサービスプーさんの家による歌とダンス 中央公民館フラダンス教室によるフラダンス

音楽研究部　BGMによる演奏

和太鼓部境寿太鼓による演奏

コールいずみによるコーラス

フィナーレで行われた参加者全員での「上を向いて歩こう」の大合唱

境一中吹奏楽部による演奏 境二中吹奏楽部による演奏

会場の皆さんも参加したダンス 中央公民館カラオケ教室によるカラオケ 境高校吹奏楽部による演奏

フィナーレのダンス「東京ブギウギ」スタッフとして会場を盛り上げてくれた高校生会クローバ－ 作品観賞を楽しむ皆さん いろいろな作品を観賞する皆さん 作品展にも多くの方が来場しました

第27回

　
２
月
17
日（
土
）、18
日(

日)

令
和
元
年
度
以
来
４
年
ぶ
り

に
「
第
27
回
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
文
化
協
会
加
入
団
体
、
境
高

校
・
境
一
中
・
境
二
中
の
吹
奏

楽
部
、
境
高
校
の
応
援
団
部
や

演
劇
部
、
町
内
で
活
動
し
て
い

る
団
体
等
の
発
表
も
行
わ
れ
、

２
日
間
で
全
31
団
体
が
参
加

し
、
8
０
０
名
以
上
の
方
々
が

来
場
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
歌

や
ダ
ン
ス
、
楽
器
演
奏
、
劇
な

ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
発
表
の

ほ
か
、
茶
道
教
室
に
よ
る
お
茶

会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で

は
、
参
加
者
全
員
で
東
京
ブ
ギ

ウ
ギ
の
ダ
ン
ス
や
上
を
向
い
て

歩
こ
う
を
合
唱
し
、
会
場
一
体

と
な
っ
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
「
司
会
や
高
校

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
境
高
校
の

応
援
団
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し

た
」「
生
の
舞
踊
や
弾
き
語
り

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
体

験
が
で
き
ま
し
た
」
な
ど
の
声

が
多
く
聞
か
れ
、
会
場
も
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。ま
た
、

３
月
１
日(

金)

～
７
日(

木)

に
は
、
ふ
れ
あ
い
の
里
に
お
い

て
作
品
展
も
行
わ
れ
、
多
く
の

来
場
者
が
様
々
な
作
品
を
観
賞

し
ま
し
た
。
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Photographer Yuhei Ueda

Photographer Yuhei Ueda

利根川

宮
本
町 上

町

354

〒

山
神
町

17

旧町内の道路を整備しています

旭町から山神町に向かって歩道を作っています

安全な道路で快適な暮らし
　道路は、私たちの暮らしや地域社会のために欠かせないものです。
　町では、各行政区の区長さんを通して受け取った町民の皆さんの声に応え、通行に危険な

　町民の皆さんが、安全な道路環境でより快適に暮らせるように、少しずつでも確実に要望を実現し、
皆さんの暮らしの中の「不便」を改善しています。「不便な場所」や「危険な場所」がありましたら、
行政区長さんを通して町に相談してください。町民の皆さんの要望に対し、実現出来るかどうか、また、
実現出来ない場合は、その理由も含めて説明を行いますので、ご理解・ご協力をお願いいたします。

　古河方面から利根川の土手沿いを走
り、宮本町の交差点から町中へと続く
国道 354 号について、傷んでいた路
面を舗装しなおし、消えていた停止線
などの白線を新しく引きました。
　この国道 354 号は、工事終了後は
町に管理が移管されることから、今
後、町では歩道の整備を行っていく予
定で、現在、地元説明会等の準備を進
めているところです。迅速な対応を目
指し取り組んで参りますので、ご理解・
ご協力をよろしくお願いいたします。

　

町
で
は
移
住
定
住
政
策
と
し

て
、
以
前
よ
り
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し

た
定
住
促
進
住
宅
の
整
備
を
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
建
設
し
た
マ

ン
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
の
ア
イ
レ
ッ
ト

ハ
ウ
ス 

モ
ク
セ
イ
館
、
カ
ン
ナ

館
、
さ
く
ら
館
、
ひ
ま
わ
り
館
は

全
１
０
８
戸
満
室
、
ま
た
、
初
の

戸
建
住
宅
と
な
る
ア
イ
レ
ッ
ト
ハ

ウ
ス 

オ
ハ
ナ
タ
ウ
ン
も
全
17
棟
満

室
で
、
当
町
の
定
住
人
口
の
増
加

や
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い

ま
す
。

　

令
和
６
年
３
月
15
日
（
金
）、

新
た
に
、
第
６
期
定
住
促
進
住
宅

　県道結城野田線との交差点の東側の
町道 1-10 号線について、道路の拡幅
を行い歩道を整備しました。
　この道路は交通量の多い主要道路で
あるため、歩行者や自転車の通行が危
険なケースも見受けられていました
が、歩道ができる事により安心して通
行できるようになりました。今回整備
した道路の、さらに東側についても道
路整備を行う予定です。工事期間中は
ご不便をおかけいたしますが、ご理解
の程よろしくお願いいたします。

工事個所

工事個所

AFTER

AFTER
BEFORE

が施工した
道路工事県

が施工した
道路工事町

町が県へ要望し、道路改修を実現！

ウォーカブル推進事業

道路の整備や経年劣化した道路の補修、国道や県道の整備については、国や県への要望を行い、
道路改修を実現しています。

宮本町

山神町

国道
354

県道結城野田線
交差点

BEFORE

工事予定箇所

　
昨
年
末
に
境
町
が
テ
レ
ビ
の
移
住
ラ
ン

キ
ン
グ
で
全
国
ト
ッ
プ
10
に
選
ば
れ
る
な

ど
、
今
、「
住
み
た
い
ま
ち
」「
暮
ら
し
た

い
ま
ち
」
と
し
て
境
町
が
全
国
か
ら
注
目

さ
れ
、
境
町
に
引
っ
越
し
て
く
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
！

境
町
に

境
町
に

が
増
え
て
い
ま
す
！

が
増
え
て
い
ま
す
！

引
っ
越
し
て
く
る
人

引
っ
越
し
て
く
る
人

定住促進住宅の整備や移住定住奨励金など
の整備の効果で、移住者が増え、境町の人
口減少に歯止めがかかりつつあります 境町

移住定住

境町の社会人口（年度）
H30

転入 922
転出 959

R 元
転入 1074

転出 1018

R2
転入 1100

転出 1024

R4
転入 1245

転出 1059

R5
転入 1254

転出 1096

R3
転入 916
転出 1018 

-37  
+56

 
+76

 
+186  

+158 
-102

移住者の声
令
和
５
年
度
の
社
会
人
口
は

＋
１
５
８
人
の
増
！

の

令和 5 年 3 月完成
第 5 期定住促進住宅

「 アイレットハウス 
オハナタウン」（西泉田）

令和 6 年 3 月完成
第 6 期定住促進住宅

「 アイレットハウス 
マハロタウン」（住吉町）

※社会人口とは、転入人数と転出人数の差
※

平成 30 年 3 月完成
第 1 期定住促進住宅

「 アイレットハウス 
モクセイ館」（山神町）

令和元年 8 月完成
第 2 期定住促進住宅

「 アイレットハウス 
カンナ館」（旭町）

令和 2 年 3 月完成
第 3 期定住促進住宅

「 アイレットハウス 
さくら館」（宮本町）

令和 3 年 3 月完成
第 4 期定住促進住宅

「 アイレットハウス
ひまわり館」（長井戸）

「
ア
イ
レ
ッ
ト
ハ
ウ
ス 

マ
ハ
ロ
タ

ウ
ン
」
の
戸
建
住
宅
27
棟
が
完
成

し
ま
し
た
。

　
入
居
募
集
に
お
い
て
、
全
国
各

地
よ
り
２
３
０
件
も
の
入
居
申
込

を
い
た
だ
き
、
境
町
が
移
住
先
と

し
て
全
国
的
に
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

　

マ
ハ
ロ
タ
ウ
ン
の
完
成
に
よ

り
、
１
０
０
名
を
超
え
る
子
育
て

世
帯
が
境
町
へ
転
入
し
た
と
こ

ろ
、
令
和
５
年
度
の
転
入
・
転
出

の
合
計
が
＋
１
５
８
人
と
な
り
、

定
住
促
進
住
宅
の
効
果
が
現
れ
て

い
ま
す
。

子育て支援がたくさんあり、
移住に関する手当もあるの
が魅力的です。

金銭面や学習面での支援が
あるため、子育てに希望が
持てています。

他県へのマイカーアクセス
が良く、東京までも近いで
す。

ご近所の子どもたちと兄
弟のように毎日遊んでも
らえたりと地域の方々が
優しくて、とても良かっ
たです。

令和 5 年９月実施
アイレットハウス入居者へのアンケートより

■境町の人口推移
R1 R2H30

0

-50

-100

-150

-200
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（人）
R4 R5R3

-166

-67

-20
-68

-101 -225

人口減少が
下げ止まって
きています !
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うなぎの加工工場が OPEN ！
　１月 30 日（火）、上小橋にて、ふるさと納税の返礼品
等にも活用できる新たな特産品の研究開発・加工等を行う
施設が完成しました。
　ウナギの研究開発・加工施設は、町などが主導する「利
根川鰻（うなぎ）復活プロジェクト」に賛同した建築家・
隈研吾氏の設計で、建物の外装は、杉板を曲線的に配し
てウナギの姿を表現しています。宮崎県の㈱大森淡水が
提供する良質なウナギを加工し、１日最大５千匹を取り扱
います。サツマイモの研究開発・加工施設は、返礼品の
干し芋が好評のため増設されたもので、保管庫は 100 ～
200トンが収納可能で、室温 13 度で熟成させることがで
きる設備になっています。
　両施設とも、さかいまちづくり公社が指定管理者として
運営し、町に賃料を支払う仕組みになっています。

落成式での様子

石川県能登町に送ったトレーラーハウス

デモンストレーションの様子

3/153/18

3/18
ハワイ州ホノルル市アリアマヌ中学校の
生徒が町長を表敬訪問
　3 月17 日 ( 日 )、境町の中学校 2 校と（2019 年 12 月に）
姉妹校協定を締結しているホノルル市の州立アリアマヌ中学
校の生徒 15 人と教職員が来日しました。
　翌 18 日 ( 月 ) には、アリアマヌ中学校一行が橋本町長を
表敬訪問し、フラダンスの披露と記念品の手作りボードが
贈呈され、町と町立中学校からは、オリジナルT シャツとメッ
セージボードを贈呈しました。21日（木）までの滞在期間
中、アリアマヌ中の生徒たちは、境町の児童生徒の家にホー
ムステイしながら、境一中の 11人と境二中の 4 人に分かれ、
それぞれの学校に登校しました。各中学校では、書道体験
や剣道体験など日本の文化に触れながら生徒たちが交流を
深めました。また、アリアマヌ中教諭による特別授業として、
ハワイ語の授業やレイ作り、ハワイアンカヌーの授業が行わ
れました。

表敬訪問では、アリアマヌ中学校の生徒によるフラダンスが披露されました

1/30

3/19

民間運営のグランピング施設が誕生！
　3 月 19 日（火）、姉妹都市・ホノルル市があるハワイを
イメージして整備したグランピング施設「アロハ グランピ
ング リゾート サカイ」の落成式が行われました。　
　この施設は町の交流人口を増やすための施策の一つとし
て、西泉田の約１ヘクタールの森林の中にハワイのリゾート
地をイメージした、２～６人で泊まれる２階建てコテージ４
棟、通常のキャンプ用テントサイト12 区画と屋外サウナな
どが整備され、手ぶらで気軽にキャンプが楽しめます。
　施設は、４月１日（月）にグランドオープンし、全国から
宿泊客が続々訪れています。
　施設運営は新たに設立された民間会社（Summy 株式会
社）が指定管理者として運営し、町に賃料を支払う仕組み
です。

落成式の様子

3/3

　2 月 21 日（水）、BMX やインラインスケートなどが
楽しめる、世界最高レベルの屋内型競技場「境町アーバ
ンスポーツパーク 2nd（セカンド）」の完成式典が開催
されました。
　本施設は、東京五輪で使用した BMX の競技施設を移
設しレガシー（遺産）を引き継いだもので、五輪のオブ
ジェや「TOKYO2020」のロゴマークを残しつつ、雨の
日でも使用できるよう施設全体に屋根と照明を整備しま
した。式典には、東京五輪男子 BMX フリースタイル・パー
ク金メダリストのローガン・マーティン選手（豪州）ら
約 260 人が出席し完成を祝ったほか、ローガン選手らが
デモンストレーションを行い、来場した子ども達らを喜
ばせてくれました。今後、世界最高峰のアーバンスポー
ツの総合国際大会である「FISE ワールドシリーズ」など、
本施設で主要な国際大会等を開催していく予定です。

東京五輪で使用された BMX パークを境
町に移設！屋根付きの施設が完成！

2/21

　町は、能登町長からの依頼を受けて、能登半島地震
で復旧活動に従事する人の宿泊施設として、町が所有す
るトレーラハウス 2 台を石川県能登町へ送ることを決め、
2 月 9 日（金）に出発式を行い、13 日（火）に現地で引
き渡しを行いました。
　能登町では、およそ 5,000 戸の住宅が全壊や半壊な
どの被害が発生し、道路などの復旧活動が進められてい
ます。これら復旧活動にあたる人たちの中には、町内に
宿泊できず県外から毎日通う人もいることから、こうし
た人たちのために復旧・復興拠点の宿泊施設として設置
されたものです。トレーラハウスは、企業版ふるさと納
税で境町に寄贈されたもので、宿泊タイプとして浴室や
トイレのほか、キッチンやエアコンも備え付けられていま
す。なお、能登町へは 2 年間、無償で貸与されます。

トレーラーハウスを石川県能登町に貸与 
2/9

　3 月 18 日 ( 月 ) に役場で、境町と郵便局が両者の発展
と町民サービスの向上を推進するため、包括連携協定を締
結しました。町内の郵便局のネットワークを生かした地域
見守り活動や道路情報の提供に加え、町の魅力発信など
で協力を強化します。
　協定締結式には、茨城境郵便局の飯田剛局長をはじめ
とする町内郵便局長、並びに古河市の三和郵便局の茂木克
己局長等が出席しました。災害発生時の協力に関すること、
地域見守り活動に関すること、道路損傷に関すること、廃
棄物等の不法投棄に関すること、広報・宣伝に関すること、
その他町民サービスの向上及び地域社会の活性化に関す
ることの協定書に調印し、連携して取り組みます。

境町と郵便局との包括連携協定を締結

締結式での様子

落成式での様子

　3 月 15 日（金）、子育て・新婚世帯を対象とした定住
促進住宅「アイレットハウス マハロタウン」が完成し、
落成式が行われました。
　PFI を活用した戸建タイプの賃貸住宅は、昨年度の「オ
ハナタウン」に続く第２弾で、3LDK・延床面積 30 坪の
住宅を全 27 棟（住吉町 22 棟・上町 5 棟）整備しました。
25 年間住み続けると土地・建物が無償でもらえる住宅と
なっており、北は秋田県から南は沖縄県、さらに海外はカ
ナダやベトナムから、併せて約 230 件もの申し込みがあ
りました。本住宅への入居により、100 名を超える子育て・
新婚世帯が転入することから、更なる定住人口の増加や地
域の活性化が見込まれます。

アイレットハウス マハロタウン(戸建住宅)
が完成！ 22 件が移住

第 1 回さかいまち国際児童画展を開催
　令和６年２月１日（木）～３月 24 日（日）、S-Gallery 粛
粲寶美術館において、町と親交のある海外の子どもたちが
描いた絵画作品を展示する「第 1 回 さかいまち国際児童
画展」が開催され、3 月 3 日（日）、境町中央公民館にて
授賞式が開かれました。同展は、姉妹都市のホノルル市と
フィリピンマリキナ市、長年親交のあるアルゼンチンの子
どもたちなど４歳から15 歳を対象に実施。海外からの 64
点を含め計 1457 点の応募があり、米国ハワイ州ホノルル
市の小学１年生のケンジー・ヤマダさん（6）と、長田小学
校 4 年生の飯田紬希さん（10）が大賞に輝きました。
　大賞の飯田さんは、忍田暢男教育長から表彰され、笑
顔で賞状を受け取りました。もう一人、大賞に輝いたケン
ジー・ヤマダさん（6）は 3 月 22 日（金）、境町を訪れ、
橋本正裕町長から賞状が贈られました。

大賞を受賞したケンジ―・ヤマダ
さん（前列左）とご家族

大賞を受賞した飯田紬希さん（前列中央）グランピング施設が完成しました
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　新菱農機㈱（長澤一
夫代表取締役）が子育
て世帯の支援に役立て
ていただきたいと、令
和 5 年度産お米 3 ト
ン（玄米）を寄贈され
ました。

㈱篠原工務店が町に寄付境スタンプ会が町に寄付

R5 年 8/17

読売センター境古紙提供読者一同が
町に寄付

㈱坂東太郎が町に寄付

さかいふるさと祭り協力会が町に寄付

㈱新井建設工業が町に寄付

絆会が町に寄付

ワーグナー・コンサルタンツ㈱が
町に寄付

茨城県理容生活衛生同業組合
古河支部が町に寄贈

㈲丸亀運送が町に寄付

境町生産組合組織運営協議会、茨城県
農業機械士協議会境支部がお米を寄贈

　読売センター境古紙提供読者一同がコロナ対策に役
立ててほしいと、古紙回収で得た計 17万 7,720 円（6
回分）を寄付されました。

　㈱坂東太郎（青谷英将代表取締役）が中学生リーダー
育成研修事業の費用助成のため、20万円を寄付されま
した。

　さかいふるさと祭り協力会（新井孝会長）が利根川大
花火大会に役立てていただきたいと、306万円を寄付さ
れました。

　㈱新井建設工業（新
井孝代表取締役）が
利根川大花火大会に
役立てていただきた
いと、100 万円を寄
付されました。

　ワーグナー・コンサルタンツ㈱（伊佐山英己代表取締
役）が利根川大花火大会に役立てていただきたいと、30
万円を寄付されました。

R5 年 7/27・8/30・9/26・11/2・11/28・R6 年1/10

中和建設㈱が町に寄付
新菱農機㈱が玄米を寄贈

ふるさと祭り協力会の皆さんと橋本町長（写真中央左）

寄付に訪れた新井代表取締役
（写真左）

　境町生産組合組織運営協議会（高島信夫会長）、茨城県
農業機械士協議会境支部（倉持清一郎支部長）がお米の
消費拡大及び地産地消の推進のため、学校給食用として、
令和 5年度産コシヒカリ（精米）30㎏袋× 13袋を寄贈
されました。

　茨城県理容生活衛生同業組合古河支部（安藤昌典境地
区長）が町民の方に役立ててほしいと、マスク 100枚を
寄贈されました。

　㈲丸亀運送（小林隆之代表取締役）が福祉に役立てて
いただきたいと、10万円を寄付されました。

　絆会（篠原勉会長）が子どもの教育に役
立ててほしいと、30万円を寄付されました。

R5 年 10/10

寄付に訪れた
中和建設㈱中村亮太さん

（写真左）

エスジェー工業㈱が町に寄付
　エスジェー工業㈱
（佐藤勝一代表取締役）
が町のために役立てて
いただきたいと、100
万円を寄付されまし
た。

　境スタンプ会（関
朗彦会長）が子ども
の教育に役立ててい
ただきたいと、14 万
4,710 円を寄付され
ました。

寄付に訪れた篠原代表取締役
（写真左）

寄付に訪れた関朗彦会長
（写真中央）

田中重男さんが町に寄付
　境町上小橋の田中重男さんがアルゼンチン共和国と長
田小学校の友好 90周年を記念して建立した記念碑の設
置工事の一部として、6万円を寄付されました。

令和5年度　危険物に関する標語

危険物　指さし確認　事故防ぐ　　　
　　　　　　　　　　　　　　長田小学校　石塚　唯菜

　坂東地区危険物安全協会において、境町・坂東市の小
学４年生を対象とした「危険物に関する標語」を募集し
ました。審査の結果、入賞した町内小学生の作品です。

表　彰

最優秀賞

優秀賞
危険予知　きびしい目には　事故はなし
　　　　　　　　　　　　　　　境小学校　飯塚　彩夏
その一秒　命を守る　行動を
　　　　　　　　　　　　　　　静小学校　篠塚　結梨

　令和 5年 12月 17日（日）、中央公民館にて開催され
た「境町文化協会民踊線歌部第 18回チャリティー発表
会（小島茂代表）」の収益金 6万 8,130 円を教育振興に
役立てていただきたいと寄付されました。

民踊線歌部が町に寄付

寄付に訪れた民踊線歌部の皆さん

NON歌謡会が町に寄付
　令和 5年 11月 26日（日）、中央公民館にて開催され
た「荻野憲子と門下生によるチャリティー歌謡ショー（荻
野憲子会長）」の収益金 4万 3,086 円を福祉のために役
立てていただきたいと寄付されました。

寄付に訪れたNON歌謡会の皆さん

石井二三男さんが町に寄付
　古河市在住の石井二三
男さんが、境町山崎の館
野善助さん・館野ミツエ
さんの遺志を引き継ぎ、
子育て世帯の支援に役
立てていただきたいと、
200 万円を寄付されま
した。

寄付に訪れた石井二三男さん（写真左）

入賞
危険物　事故なしけがなし　安全に
　　　　　　　　　　　　　　境小学校　本谷　すみれ
出かける前　何度も確認　火の用心
　　　　　　　　　　　　　　長田小学校　髙﨑　翔真
まあいいか　その気のゆるみが　命取り
　　　　　　　　　　　　　猿島小学校　森下　なな実
危険物　未然に防ぐ　再確認
　　　　　　　　　　　　　森戸小学校　佐怒賀　斗吾

寄　付

寄付に訪れた佐藤勝一代表
取締役（写真中央）

寄贈に訪れた長澤聡専務（写真左）

　中和建設㈱（中村
和夫代表取締役）が
利根川大花火大会に
役立てていただきた
いと、100 万円を寄
付されました。

　㈱篠原工務店（篠
原純一代表取締役）
が利根川大花火大会
に役立てていただき
たいと、100 万円を
寄付されました。

R5 年 8/4

R5 年８/17

R5 年 10/10

R5 年 12/7

R6 年 1/19

R5 年 11/28

R6 年 3/8 R5 年 12/7

R5 年 12/7

R5 年 12/20

R6 年 1/19

R5 年 8/17

R5 年 10/3

R5 年 10/3

R5 年 8/17
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さかいアートさかい文芸

S-Gallery 粛
しゅくさんぽう

粲寶美術館  information 茨城県猿島郡境町 1455-1 TEL:0280-23-4148

令和６令和６（2024）（2024）年度企画展年度企画展
●卯野和宏×久野和洋展「水脈の声」（4/3 ～ 5/6）●粛粲寶展　
●隈研吾展●たつみなつこ展●中嶋明展●光山明展
●第 2回さかいまち国際児童画展 (予定 )

　
今
か
ら
遡
る
一
年
前
、
２
０
２
３
年
の
１
月
か
ら
２

月
に
か
け
て
開
催
し
た
「
世
界
の
こ
ど
も
た
ち
の
絵
画

展
」（S-G

allery
粛
粲
寶
美
術
館
）
は
、「
さ
か
い
ま

ち
国
際
児
童
画
展
」
に
向
け
て
の
雰
囲
気
づ
く
り
と
国

際
児
童
画
展
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
筆
者
の
古

巣
で
あ
る「
カ
ナ
ガ
ワ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
国
際
児
童
画
展
」

（
主
催
：
神
奈
川
県
）
か
ら
絵
を
借
り
て
の
展
覧
会
で

し
た
。

　
そ
し
て
今
年
２
月
に
「
第
１
回
さ
か
い
ま
ち
国
際
児

童
画
展
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
作
品

募
集
の
期
間
は 

２
０
２
３
年
の
７
月
か
ら
９
月
ま
で
、

作
品
審
査
は
同
年
10
月
に
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年

２
０
２
４
年
３
月
３
日
に
表
彰
式
、
境
町
の
こ
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
式
場
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
日
本
に
お
け
る
図
画
の

学
習
方
法
は
、
お
手
本
の
絵
を
忠
実
に
模
写
す
る
臨
画

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
版
画
家
で
洋
画
家
の

山
本
鼎
（
１
８
８
２-

１
９
４
６
年
）
は
、
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
自
由
主
義
を
背
景
に
し
て
、
教
育
へ
の
権

力
統
制
を
排
除
し
よ
う
と
自
由
画
教
育
を
提
唱
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
児
童
に
は
児
童
の
感
性
、
理
性
が
あ
り
、

印
象
、
感
覚
、
認
識
に
お
い
て
本
来
児
童
に
は
そ
の
実

相
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
、
児
童
の
創
造
性
を
重
視

し
た
図
画
教
育
で
し
た
。自
由
に
描
か
せ
る
こ
と
か
ら
、

風
景
の
写
生
画
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
写
生
画
の
隆
盛

で
画
材
の
ク
レ
ヨ
ン
が
普
及
し
た
そ
う
で
す
。

　
「
さ
か
い
ま
ち
国
際
児
童
画
展
」
の
募
集
対
象
年
齢

は
、
４
歳
か
ら
15
歳
ま
で
で
す
。
未
就
学
児
は
、
絵
を

描
く
と
い
う
よ
り
は
、
絵
具
や
筆
に
触
っ
て
み
た
い
好

奇
心
と
、絵
具
の
鮮
や
か
な
色
に
惹
か
れ
た
り
し
ま
す
。

絵
を
描
か
せ
よ
う
と
す
る
お
と
な
の
思
惑
と
違
っ
て
、

触
覚
（
筆
に
触
れ
る
）、
視
覚
（
絵
具
の
色
）、
あ
る
い

は
絵
具
の
匂
い
（
嗅
覚
）
な
ど
の
身
体
感
覚
が
未
就
学

児
に
と
っ
て
は
関
心
の
的
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
小
学
生
に
な
る
と
、
目
の
前
に
あ
る
絵
具
の
色
の
持

１
回
目
の
さ
か
い
ま
ち
国
際
児
童
画
展

１
回
目
の
さ
か
い
ま
ち
国
際
児
童
画
展

藤
原
敏
雄
（�

境
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊�

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

つ
意
味
や
感
情
を
理
解
し
よ
う
と
し
始
め
ま
す
。「
色

彩
の
学
習
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
低
学
年
が
描
く
絵

に
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
だ
家
族
や
友
だ
ち
全
員
が
の
け

ぞ
っ
て
い
る
姿
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
構
図
に
問

題
が
あ
る
の
で
は
な
く
、「
折
り
返
し
」
と
い
う
、
低

学
年
に
よ
く
見
か
け
る
表
現
法
で
、
画
面
空
間
の
原
初

的
な
認
識
に
ま
だ
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
ま
す
。
こ
ど
も
た
ち
に
共
通
し
た
モ
チ
ー
フ
の
繰
り

返
し
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
に
向
け
た
こ

ど
も
の
関
心
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
、
描
画
法
を
習
得
し
な
が

ら
、
社
会
や
自
分
の
内
面
に
テ
ー
マ
を
見
い
だ
し
て
き

ま
す
。
今
展
に
内
面
を
表
現
し
て
い
る
絵
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
境
町
在
住
の
外
国
籍
の
こ
ど
も
た
ち
か
ら

も
参
加
が
あ
っ
た
こ
と
は
筆
者
に
と
っ
て
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
境
町
の
友
好
国
と
姉
妹
都
市
か
ら
の
参
加
は
、

絵
を
通
じ
た
国
際
交
流
、
異
文
化
理
解
に
つ
な
が
る
も

の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
筆
者
の
古
巣
の
カ
ナ
ガ
ワ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
国
際
児
童

画
展
で
は
、
い
く
つ
も
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
関
連
企

画
を
実
行
し
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
会
場
前
の
ス

ペ
ー
ス
で
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
型
紙
（
ス
テ
ン
シ

ル
）
を
使
っ
て
、
は
が
き
大
の
用
紙
に
、
何
色
か
の
ス

タ
ン
プ
台
で
色
づ
け
し
た
ス
ポ
ン
ジ
を
押
し
つ
け
て
い

く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
こ
れ
は
短
時
間
で
楽
し
め
、
完

成
し
た
作
品
を
壁
面
に
展
示
す
る
か
、
持
ち
帰
り
た
い

こ
ど
も
に
は
作
品
を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
○

□
△
、
直
線
な
ど
を
プ
リ
ン
ト
し
た
は
が
き
用
紙
を
自

宅
に
持
ち
帰
っ
て
絵
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
事
務
局
に
郵

送
し
て
も
ら
う
（
あ
る
い
は
持
参
）
と
い
う
ア
ー
ト
遊

び
で
す
。
無
地
の
紙
か
ら
絵
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、

ヒ
ン
ト
に
な
る
図
形
や
線
が
あ
る
と
描
き
や
す
く
な
る

と
い
う
考
え
か
ら
こ
の
ア
ー
ト
遊
び
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
日
本
画
画
家
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

美
術
家
と
こ
ど
も
た
ち
に
よ
る
壁
画
制
作
、
美
術
家
の

講
演
会
な
ど
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ど
も
も
お
と
な

も
楽
し
め
る
美
術
に
関
連
し
た
映
画
上
映
会
も
開
き
ま

し
た
。
展
覧
会
を
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
で
し
た
。
さ
か
い
ま
ち
国

際
児
童
画
展
も
今
後
こ
の
よ
う
な
関
連
企
画
で
楽
し

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
望
ん
で
い
ま
す
。

短
　
歌

雪
降
り
て 

は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も
の 

足
元
に 

小
さ
き
ダ
ル
マ 

共
に
ほ
ほ
え
む

水
仙
の 

蕾
も
今
は 

膨
ら
ん
で 

明
日
に
も
咲
く
か 

楽
し
み
に
待
つ

幼
き
日 

一
家
で
住
み
し 

町
の
名
を 

ふ
と
耳
に
し
て 

郷
愁
募
る

春
一
番 

風
に
誘
わ
れ 

白
梅
の 

香
り
も
や
さ
し 

夕
暮
れ
の
時

春
来
た
し 

花
の
蕾
が 

顔
を
出
す 

も
う
じ
き
華
や
ぐ 

庭
の
片
隅

槙
の
木
の 

葉
影
に
二
羽
の 

山
鳩
が 

つ
が
い
な
る
か
な 

仲
良
く
並
ぶ

早
春
の 

狭
庭
に
咲
き
し 

水
仙
に 

夢
と
希
望
が 

少
し
だ
け
見
え

主
な
き 

大
樹
の
中
の 

梢う
れ

高
き 

白
木
蓮
は 

吾
を
迎
う
る

境
短
歌
会
　
山
鳩

　
月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
も
う
す
ぐ
三
月
に
な

り
ま
す
。
早
い
と
こ
ろ
で
は
桜
の
便
り
も
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
能
登
地
方
の
方
々
の
ご
苦
労
は
寒
さ
の
中
依
然
と
し

て
続
い
て
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
早
く
生
活
が
楽
に
な

る
こ
と
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　
本
格
的
な
春
に
向
か
い
少
し
で
も
明
る
い
気
持
ち
で

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

川

上

京

子

川

村

米

子

古
谷
野
信
子

桜

井

レ

イ

五
月
女
三
枝
子

鈴
木
喜
與
子

松
岡
美
智
子

本
島
イ
ト
子

俳
　
句

令
和
六
年
一
月
　
境
町
文
化
協
会
俳
句
部

「
雑
煮
餅
・
初
句
会
」
他
当
季
雑
詠

兼
題雑

煮
喰
む 

金
色
の
朝
の 

日
射
し
か
な

椀
二
つ 

ふ
え
て
め
で
た
き 

雑
煮
か
な

※
元
朝
の
日
射
し
の
何
と
美
し
く
荘
厳
な
こ
と
よ
。
平
素
は
考
え
も
し
な

い
、大
自
然
へ
の
畏
敬
と
感
謝
の
念
を
改
め
て
深
く
す
る
。
家
族
揃
っ
て
、

無
事
、
新
年
を
迎
え
る
事
の
出
来
る
幸
運
を
し
み
じ
み
と
嚙
み
締
め
る
。
　 

　※
元
日
の
朝
、
家
族
揃
っ
て
食
卓
に
付
く
。
だ
が
、
今
年
は
昨
年
と
違
っ

て
お
椀
の
数
が
一
気
に
二
膳
も
増
え
た
で
は
な
い
か
。
可
愛
い
孫
が
、
可

愛
い
嫁
を
娶
り
、
更
に
立
派
に
な
っ
て
新
年
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。 香

　
こ

芙
　
蓉

和
み
つ
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宝くじ助成事業を活用して
坂花町の神輿を修復

　今までの神輿は、昭和元年に造られ 90年以
上が経っていることから、老朽化が著しく、今
回宝くじの助成金と地区負担金を併せて修復し
ました。修繕された神輿は、老人会や子ども会、
夏祭りなどに活用され、地域交流の推進を地域
の連携・協調の促進が期待されています。

※�宝くじ助成事業は、宝くじの社会貢献広報事業として、
宝くじの受託事業収入を財源として実施されている事
業です。　
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新卒採用
公務員募集

令和７年４月採用

職種
　一般事務（新卒）

受験資格
　27 歳まで
　

募集人数　若干名

７月１日月

令和 6年

I ターン・Uターン歓迎！

WELCOME TO TOWN OF SAKAI

※高等学校卒業以上で
平成９年４月２日以降
生まれの方に限ります。

※申込書類は７月１日 17時までに必着または境町役場 3階総務課まで直接提出

令和６年 7月 28日（日）
［試験内容：書類審査、論文、適性検査］

令和６年８月下旬
［試験内容：面接］

本気の挑戦者

求む！

● 令和６年境町 20 歳の集い
⃝ アリアマヌ中学校の生徒が境町でホームステイ！
● 4 年ぶりに開催！生涯学習フェスティバル　　ほか ■発行所 / 境町役場　〒 306-0495　茨城県猿島郡境町 391-1　Tel.0280-81-1329　■編集 / 秘書広聴課　■発行日 / 令和 6 年 4 月 1 日

■境町ホームページ　https://www.town.ibaraki-sakai.lg.jp/

町の人口と世帯数　※令和６年4月１日現在の常住人口（前月比）
■総人口 23,832 人（+53）　■男性 12,086 人（+32）　■女性 11,746 人（+21）　■世帯数 9,254 世帯（+63）
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